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門馬　巧 議員

町
営
住
宅
新
規
入
居
者
の
住
宅
料
を
減
免
せ
よ

町
長
／
家
賃
は
負
担
す
る
の
が
原
則

町
営
住
宅
は
、　
　
　
　
　

町
民
へ
の
住
宅

供
給
を
目
的
と
し
て
お

り
、
住
宅
を
使
用
す
る
対

価
と
し
て
家
賃
を
負
担
い

た
だ
く
こ
と
が
原
則
で

す
。

　

震
災
時
点
で
入
居
し
て

い
る
方
か
ら
は
、
２
分
の

１
を
徴
収
し
て
い
ま
す

が
、
震
災
に
よ
り
「
住
宅

に
住
む
」
と
い
う
目
的
を

奪
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
減

免
措
置
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

地
震
・
津
波
に

よ
り
災
害
公
営

住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方

の
ほ
か
、
諸
事
情
に
よ
り

町
営
住
宅
に
入
居
せ
ざ
る

を
得
な
い
町
民
が
い
ま

す
。

　

こ
の
新
規
入
居
世
帯
に

つ
い
て
も
住
宅
使
用
料
の

減
免
措
置
を
考
慮
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

門
馬

介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
設
誘
致
を
せ
よ

遠
藤
町
長
／
施
設
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く

本
年
３
月
に　
　
　
　

  

広
野
町
「
高
齢

者
福
祉
計
画
」
及
び
「
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、
本
計
画

の
調
査
・
推
計
に
よ
り
、

今
後
確
実
に
高
齢
者
が
増

え
る
状
況
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

入
所
希
望
の
意
向
、
施

設
整
備
に
伴
う
介
護
保
険

料
へ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま

え
、
必
要
性
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

誰
も
が
歳
を
重

ね
れ
ば
疾
病
や

羅
病
は
、
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
あ
り
、
要
介
護

者
に
な
っ
て
し
ま
う
方
も

い
ま
す
。

　

医
師
の
管
理
の
下
、
作

業
療
法
士
・
理
学
療
法
士

等
々
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
、
要
介
護
者
が
人

間
的
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
介

護
老
人
保
健
施
設
の
早
期

建
設
を
期
待
し
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
は
ど
う
で
す

か
。

町
長

門
馬

入居が進む町営住宅（桜田住宅）

①
折
木
字
下
原

地
内
の
草
野
建

設
株
式
会
社
砕
石
跡
地
へ

の
搬
入
で
す
。

　

昨
年
８
月
に
、
県
相
双

農
林
事
務
所
よ
り
、
採
取

跡
地
の
復
旧
に
あ
た
っ
て

は
計
画
的
か
つ
確
実
に
埋

め
戻
し
を
す
る
よ
う
指
導

が
あ
り
、

葉
町
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
災
害
復
旧
工
事

警
戒
区
域
か
ら
の
土
砂
な
ど
の
搬
入
実
態
は

遠
藤
町
長
／
汚
染
土
壌
が
混
入
し
な
い
よ
う
適
切
に
管
理

汚
染
さ
れ
た
土

砂
が
、
地
域
住

民
に
説
明
な
く
他
自
治
体

か
ら
搬
入
さ
れ
た
と
聞
き

ま
す
。

①
搬
入
実
態
を
具
体
的
に

説
明
願
い
ま
す
。

②
安
全
性
を
い
つ
・
誰
が

判
断
し
、
そ
の
後
、
誰
が
管

理
し
、
今
後
ど
う
し
ま
す
か
。

③
放
射
線
廃
棄
物
で
す

が
、「
安
全
」
な
ら
、
な

ぜ
「
自
前
対
応
」
を
判
断

で
き
な
い
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
今
後
逆
の
ケ
ー

ス
は
可
能
な
の
で
す
か
。

小
磯

町
長

小磯　利雄 議員

①
自
治
体
間

で
、
賠
償
格
差

が
拡
大
す
る
こ
と
に
到
底

納
得
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
格
差
を
是
正
し
、

生
活
再
建
に
向
け
た
支
援

を
国
に
強
く
求
め
て
い
き

ま
す
。

　

要
望
の
整
合
性
は
、
継

続
的
に
要
望
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
の
緊
急
要

望
も
そ
の
一
環
と
捉
え
て

い
ま
す
。

②
国
、
政
府
及
び
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
に

対
し
て
、
対
象
範
囲
の
拡

大
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

③
新
た
な
復
興
・
再
生
に

向
け
早
期
の
被
災
者
救
済

を
図
る
よ
う
継
続
的
に
要

望
・
要
請
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

幸
せ
な
帰
町
・
復
興
に

向
け
、
全
力
を
懸
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

賠
償
に
つ
い
て
の
対
応
は

遠
藤
町
長
／
全
力
を
懸
け
て
要
望
し
て
い
く

５
月
27
日
の
住

民
説
明
会
に

て
、「
精
神
的
賠
償
を
国

に
求
め
る
」
と
発
言
し
ま

し
た
が
、
そ
の
発
言
真
意

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。　

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の

要
望
と
の
整
合
性
は
あ
り

ま
す
か
。

②
早
期
帰
還
者
・
宅
地
建

物
及
び
田
畑
等
賠
償
に
つ

い
て
は
ど
う
し
ま
す
か
。

③
選
挙
公
約
よ
り
２
年
、

賠
償
さ
れ
な
い
と
き
の
対

応
策
と
政
治
的
責
任
に
つ

い
て
は
ど
う
し
ま
す
か
。

①
事
業
所
数
が

80
社
、
宿
泊
者

数
が
約
３
千
人
の
状
況
で
す
。

　

増
加
予
定
数
は
、
現
地

調
査
を
含
め
宿
泊
者
数
の

把
握
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
町
内
事
業
所
及
び
大
手

建
設
業
に
対
し
、
新
た
な

事
業
所
集
約
用
地
へ
の

移
転
需
要
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
を
基
に
事
業

規
模
や
補
助
金
の
活
用
を

含
め
国
と
協
議
し
て
い
き

作
業
員
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
対
応
は

遠
藤
町
長
／
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

①
作
業
員
数
と

　
　
　
　

 

把
握
し
て
い
る

増
加
予
定
数
は
何
人
で
す

か
。

②
昨
年
12
月
に
約
束
さ
れ

た
、
復
興
予
算
を
使
用
し

て
の
宿
舎
の
町
内
集
約
は

い
つ
実
現
し
ま
す
か
。

③
作
業
員
に
よ
る
町
へ
の

納
税
に
つ
い
て
、
各
課
の

滞
納
額
は
い
く
ら
に
な

り
、
そ
の
対
応
は
ど
う
し

ま
す
か
。

④
震
災
後
、
交
通
事
故
・

犯
罪
の
推
移
と
対
策
は
ど

う
し
ま
す
か
。

小
磯

町
長

町
長

小
磯

で
発
生
し
た
残
土
を
搬
入

し
た
も
の
で
す
。

②
本
年
４
月
に
町
職
員
が

現
地
確
認
を
行
い
、
放
射

線
量
に
問
題
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
事
業
者
が
、
汚

染
土
壌
な
ど
が
混
入
し
な

い
よ
う
責
任
を
持
っ
て
管

理
し
、
町
は
適
時
に
現
地

調
査
を
行
い
、
情
報
を
共

有
し
て
い
き
ま
す
。

③
国
は
、
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
で
発
生
す
る
建

設
発
生
土
は
、
再
利
用
な

ど
を
行
う
区
域
の
制
約
を

課
さ
な
い
と
し
て
お
り
、

使
用
の
際
は
、
表
面
線
量

率
が
０
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
以
下
で

あ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
従
来
ど
お

り
、
放
射
性
物
質
汚
染
対

処
特
別
措
置
法
に
基
づ
き

処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
す
。

③
滞
納
額
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
累
計
で
、
個
人
町
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
の
合
計
が
、

９
５
０
万
３
８
１
６
円
で

あ
り
、
滞
納
者
数
は
、
90

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
訪
問
の
強
化
や
催

告
書
に
よ
る
納
税
相
談
を

実
施
し
、
滞
納
額
の
縮
減

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
町
内
で
の
交
通
事
故
の

発
生
件
数
は
、
震
災
前
の

平
成
22
年
は
23
件
、
23
年

は
９
件
、
24
年
が
11
件
、

25
年
が
22
件
、
26
年
が
26

件
で
す
。

　

刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

平
成
22
年
は
29
件
、
平
成

23
年
が
91
件
、
24
年
が
44

件
、
25
年
が
20
件
、
26
年

が
44
件
で
す
。

　

双
葉
警
察
署
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
の
も

と
、
官
民
一
体
と
な
り
交

通
事
故
防
止
と
防
犯
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

●人口と高齢化率の推計 

 

  

 

 

779 695 634 603 563 528 498 465

3,489 3,390 3,353 3,324 3,236 3,182 3,133 3,070
2,634

1,256 1,230 1,255 1,293 1,344 1,383 1,409 1,450
1,579

381

5,524 5,315 5,242 5,220 5,143 5,093 5,040 4,985
4,594

14.1% 13.1% 12.1% 11.6% 10.4% 9.9% 9.3% 8.3%

22.7% 23.1% 23.9% 24.8%
27.2% 28.0% 29.1%

34.4%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成37年

（人）

0%

10%

20%

30%

年少人口（0-14歳） 生産年齢人口（15-64歳） 高齢人口（65歳以上）

年少人口割合 高齢者割合

推計値実績値

10.9%

26.1%

人
口
と
高
齢
化
率
の
推
計

（
広
野
町
「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」）


